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○提出者別タクソノミ作成ガイドライン 新旧対照表 
 

新 旧 
 

1-3 提出者別タクソノミの作成の進め方 

1-3-1-2 IFRS、修正国際基準又は米国基準に基づく財務諸表 

IFRS、修正国際基準又は米国基準に基づく財務諸表について用いるタクソノミは、次のと

おりです。なお、タグ付けの指針について、「7 章 提出者別タクソノミを作成する際の注意事項 

7-1-2 開示府令」中の関連する説明を参照してください。 
DEI の会計基準の設定方法については『提出者別タクソノミ作成ガイドライン 添付 5 様式ごと

の DEI の設定値対応一覧』を参照してください。 
 

  IFRS 財務諸表 

IFRS 財務諸表（財務諸表注記事項を含む。以下同じ。）の詳細タグ付けは任意です。

詳細タグ付けするか否かにより用いるタクソノミが異なります。 
詳細タグ付けしない場合は、EDINET タクソノミの様式ツリーの包括タグを用いてタ

グ付けします。 
IFRS 財務諸表の一部又は全部を詳細タグ付けする場合は、IFRS 財務諸表の部分につ

いては、IFRS タクソノミを用います。IFRS 財務諸表以外の部分については、EDINET
タクソノミを用いたインスタンスとし、IFRS 財務諸表の部分については、IFRS タクソ

ノミを用いて別インスタンスとして作成します。 
 

  修正国際基準に基づく財務諸表 

詳細タグ付けしません。 
EDINET タクソノミの様式ツリーの包括タグを用いてタグ付けします。なお、EDINET

タクソノミの IFRS 用要素及び IFRS タクソノミを用いてタグ付けすることはできませ

ん。 
 

  米国基準財務諸表 

詳細タグ付けしません。 
EDINET タクソノミの様式ツリーの包括タグを用いてタグ付けします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1-3 提出者別タクソノミの作成の進め方 

1-3-1-2 IFRS又は米国基準の財務諸表 

IFRS 又は米国基準の財務諸表について用いるタクソノミは、次のとおりです。なお、タグ

付けの指針について、「7 章 提出者別タクソノミを作成する際の注意事項 7-1-2 開示府令」中

の関連する説明を参照してください。 
（追加） 
 
 

  IFRS 財務諸表 

IFRS 財務諸表（財務諸表注記事項を含む。以下同じ。）の詳細タグ付けは任意です。

詳細タグ付けするか否かにより用いるタクソノミが異なります。 
詳細タグ付けしない場合は、EDINET タクソノミの様式ツリーの包括タグを用いてタ

グ付けします。 
IFRS 財務諸表の一部又は全部を詳細タグ付けする場合は、IFRS 財務諸表の部分につ

いては、IFRS タクソノミを用います。IFRS 財務諸表以外の部分については、EDINET
タクソノミを用いたインスタンスとし、IFRS 財務諸表の部分については、IFRS タクソ

ノミを用いて別インスタンスとして作成します。 
（追加） 
 
 
 
 
 
 

  米国基準財務諸表 

詳細タグ付けしません。 
EDINET タクソノミの様式ツリーの包括タグを用いてタグ付けします。 
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1-3-1-3 利用するタクソノミの把握 

（略） 

図表 1-3-9 提出者別タクソノミの作成 

パターン1

内閣府令様式と財務諸
表本表をXBRLで作成

パターン2

内閣府令様式を
XBRLで作成

本書「1-3-1-1 XBRL対象様式」から提出する提出書類のパターンを選択

提出する書類のパターンを確認

「全体」と「本表」に「○」
の付いた書類を提出する

場合

「全体」のみに「○」の付
いた書類を提出する場合

「本表」のみに「○」の付
いた書類を提出する場合

パターン3

財務諸表本表のみを
XBRLで作成

採用する会計基準の把握

米国基準修正国際基準 日本基準

詳細タグ付け

（内閣府令タクソノミ）（内閣府令タクソノミ） （内閣府令タクソノミ）

利用するタクソノミの把握

（財務諸表本表タクソノミ）

提出者別タクソノミ作成ガイドライン
（IFRS適用提出者用）

個別財務諸表を日本基準で作成する場合

（内閣府令タクソノミ）

IFRS

包括タグ付け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1-3-1-3 利用するタクソノミの把握 

（略） 

図表 1-3-9 提出者別タクソノミの作成 

パターン1

内閣府令様式と財務諸
表本表をXBRLで作成

パターン2

内閣府令様式を
XBRLで作成

本書「1-3-1-1 XBRL対象様式」から提出する提出書類のパターンを選択

提出する書類のパターンを確認

「全体」と「本表」に「○」
の付いた書類を提出する

場合

「全体」のみに「○」の付
いた書類を提出する場合

「本表」のみに「○」の付
いた書類を提出する場合

パターン3

財務諸表本表のみを
XBRLで作成

採用する会計基準の把握

米国会計基準IFRS 日本会計基準

包括タグ付け詳細タグ付け

（内閣府令タクソノミ）（内閣府令タクソノミ） （内閣府令タクソノミ）

利用するタクソノミの把握

（財務諸表本表タクソノミ）

提出者別タクソノミ作成ガイドライン
（IFRS適用提出者用）

個別財務諸表を日本基準で作成する場合

（内閣府令タクソノミ）
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7-1 詳細タグ付けの範囲及び方針 

7-1-1 財務諸表本表 

次の様式の網掛けされている項目は、詳細タグ付けの対象です。 
ただし、IFRS 財務諸表の詳細タグ付けは、任意です。修正国際基準又は米国基準に基づ

く財務諸表は、詳細タグ付けしません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

7-1 詳細タグ付けの範囲及び方針 

7-1-1 財務諸表本表 

次の様式の網掛けされている項目は、詳細タグ付けの対象です。 
ただし、IFRS 財務諸表の詳細タグ付けは、任意です。米国基準財務諸表は、詳細タグ付

けしません。 
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7-1-2 開示府令 

（略） 

  財務諸表 

〔日本基準〕 
財務諸表本表は、詳細タグ付けします。 
連結個別及び純資産科目は、ディメンションで定義します。注記事項については、

次の「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」から｢セグメント情報等｣ま

でを参照してください。 
 

〔IFRS〕 

詳細タグ付けは、任意とします。 
 詳細タグ付けしない場合 

詳細タグ付けしない場合は、「開示府令タクソノミ」の様式ツリーの包括タグを用い

ます。注記事項が複数ファイルになる場合は、二つ目以降のファイルは連番を付与

した要素を定義します。 
 

 詳細タグ付けする場合 

IFRS 財務諸表の一部又は全部を詳細タグ付けする場合は、別インスタンスとし、

IFRS タクソノミを用いてタグ付けします。 
詳細範囲については、次の三つの中から任意に選択します。 
（１）財務諸表本表のみ詳細タグ付け。 
（２）財務諸表本表及びセグメント情報を詳細タグ付け。 
（３）財務諸表全体を詳細タグ付け。 

 

なお、詳細タグ付けしない範囲については、IFRS タクソノミのテキストブロック

要素又は IFRS タクソノミの提出者別追加要素として定義したテキストブロック要素

を用いてタグ付けする必要があります。 
 

〔修正国際基準〕 
詳細タグ付けしません。 
「開示府令タクソノミ」の様式ツリーの包括タグを用います。注記事項が複数ファイ

ルになる場合は、二つ目以降のファイルは連番を付与した要素を定義します。 
 

〔米国基準〕 
詳細タグ付けしません。 
「開示府令タクソノミ」の様式ツリーの包括タグを用います。注記事項が複数ファイ

ルになる場合は、二つ目以降のファイルは連番を付与した要素を定義します。 
 
 
 
 
 
 

 

7-1-2 開示府令 

（略） 

  財務諸表 

〔日本基準〕 
財務諸表本表は、詳細タグ付けします。 
連結個別及び純資産科目は、ディメンションで定義します。注記事項については、

次の「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」から｢セグメント情報等｣ま

でを参照してください。 
 

〔IFRS〕 

詳細タグ付けは、任意とします。 
 詳細タグ付けしない場合 

詳細タグ付けしない場合は、「開示府令タクソノミ」の様式ツリーの包括タグを用い

ます。注記事項が複数ファイルになる場合は、二つ目以降のファイルは連番を付与

した要素を定義します。 
 

 詳細タグ付けする場合 

IFRS 財務諸表の一部又は全部を詳細タグ付けする場合は、別インスタンスとし、

IFRS タクソノミを用いてタグ付けします。 
詳細範囲については、次の三つの中から任意に選択します。 
（１）財務諸表本表のみ詳細タグ付け。 
（２）財務諸表本表及びセグメント情報を詳細タグ付け。 
（３）財務諸表全体を詳細タグ付け。 

 

なお、詳細タグ付けしない範囲については、IFRS タクソノミのテキストブロック

要素又は IFRS タクソノミの提出者別追加要素として定義したテキストブロック要素

を用いてタグ付けする必要があります。 
（追加） 
 

 

 

 

 

〔米国基準〕 
詳細タグ付けしません。 
「開示府令タクソノミ」の様式ツリーの包括タグを用います。注記事項が複数ファイ

ルになる場合は、二つ目以降のファイルは連番を付与した要素を定義します。 
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7-7 連番による要素追加 

7-7-2 注記事項が複数ファイルになる場合 

（略） 
修正国際基準に基づく財務諸表を EDINET タクソノミの様式ツリーの包括タグを使用して

タグ付けする場合、開示書類等提出者自身が追加する要素のイメージは、次の図表のとおり

です。 

図表 7-7-5 開示書類等提出者自身が追加する要素（修正国際基準適用時） 

基となる要素

追加する要素

※網掛け・太字部分が「基となる要素」に付与する連番です。
２以上の番号を指定します。

NotesToConsolidatedFinancialStatementsJMISTextBlock
連結財務諸表注記事項
連結財務諸表注記事項（JMIS） [テキストブロック]
Notes to consolidated financial statements
Notes to consolidated financial statements (JMIS) [text block]

NotesToConsolidatedFinancialStatementsJMIS2TextBlock
連結財務諸表注記事項

連結財務諸表注記事項（JMIS）-2 [テキストブロック] 
Notes to consolidated financial statements 
Notes to consolidated financial statements (JMIS)-2 [text block] 

 

 
 

7-11 IFRS又は修正国際基準適用初年度の第１四半期報告書の提出 

IFRS 適用初年度の第１四半期報告書において、IFRS による前期の連結財務諸表を併せて

提示する場合、EDINET タクソノミの「国際会計基準による前連結会計年度に係る連結財務諸

表［テキストブロック］」を用いて包括タグ付けします。詳細タグ付けはしません。 
修正国際基準適用初年度の第１四半期報告書において、修正国際基準による前期の連結財

務諸表を併せて提示する場合、EDINET タクソノミの「修正国際基準による前連結会計年度に

係る連結財務諸表［テキストブロック］」を用いて包括タグ付けします。詳細タグ付けはしませ

ん。 
 
 
 
 
 
 
 

 

7-7 連番による要素追加 

7-7-2 注記事項が複数ファイルになる場合 

（略） 
（追加） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7-11 IFRS適用初年度の第１四半期報告書の提出 

IFRS 適用初年度の第１四半期報告書において、IFRS による前期の連結財務諸表を併せて

提示する場合、EDINET タクソノミの「国際会計基準による前連結会計年度に係る連結財務諸

表［テキストブロック］」を用いて包括タグ付けします。詳細タグ付けはしません。 
（追加） 
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8-1 EDINETタクソノミ 

EDINET タクソノミのバージョン、開示書類の種類及び対象期間は次の「8-1-1 DEI」から

「8-1-16 内部統制府令 第一号様式 内部統制報告書」までのとおりです。 
また、「開示書類の種類」には、訂正報告書又は訂正届出書を含みます。 
訂正報告書又は訂正届出書を作成する場合には、訂正の対象となる書類を作成した際に使

用した EDINET タクソノミと同一バージョンのものを使用してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

8-1 EDINETタクソノミ 

EDINET タクソノミのバージョン、開示書類の種類及び対象期間は次の「8-1-1 DEI」から

「8-1-16 内部統制府令 第一号様式 内部統制報告書」までのとおりです。 
また、「開示書類の種類」には、訂正報告書、訂正届出書又は訂正発行登録書を含みます。 

（追加） 
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添付 5様式ごとの DEIの設定値対応一覧 

DEI・様式対応表 

（略） 
 

項目：会計基準 

 
米国基準に基づき連結財務諸表を作成している場合、「US GAAP」とします。IFRS に基づ

き連結財務諸表又は財務諸表を作成する場合、「IFRS」とします。日本基準に基づく連結財

務諸表及び財務諸表（連結財務諸表を作成しない場合は日本基準の財務諸表のみ。）を作成

する場合、「Japan GAAP」とします。修正国際基準に基づき連結財務諸表を作成している場

合、「JMIS」とします。有価証券届出書、有価証券報告書、四半期報告書又は半期報告書以

外の提出書類の場合及び経理の状況が記載されない場合は、nilを設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

添付 5様式ごとの DEIの設定値対応一覧 

DEI・様式対応表 

（略） 
 

項目：会計基準 

 

米国基準に基づき連結財務諸表を作成している場合、「US GAAP」とします。IFRS に基づ

き連結財務諸表又は財務諸表を作成する場合、「IFRS」とします。日本基準に基づく連結財

務諸表及び財務諸表（連結財務諸表を作成しない場合は日本基準の財務諸表のみ。）を作成

する場合、「Japan GAAP」とします。有価証券届出書、有価証券報告書、四半期報告書又は

半期報告書以外の提出書類の場合及び経理の状況が記載されない場合は、nil を設定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


